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東
京
メ
ト
ロ・
四
谷
三
丁
目
駅
の
北
側

に
出
て
、荒
木
町
界
隈
へ
。駅
か
ら
見
て
ゆ

る
や
か
な
下
り
坂
が
続
き
、多
士
済
々
の

個
性
的
な
飲
食
店
が
並
ぶ
。歴
史
と
文

化
を
感
じ
さ
せ
る
、ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
の
繁

華
街
だ
。

　

坂
の
行
き
着
く
先
は「
策
の
池
」。こ
の

池
に
向
か
い
、街
全
体
が
す
り
ば
ち
状
の

地
形
と
な
っ

て
い
る
。
す

り
ば
ち
の
底

に
降
り
る
道

は
、急
傾
斜

の
石
段
坂

で
、瀟
洒
な
雰
囲
気
。フ
ラ
ン
ス・パ
リ
の
絶

景
に
ち
な
ん
で「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
坂
」と
呼

ぶ
人
も
い
る
と
い
う
。

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
ま
で
、こ
こ
に
は
美

濃
国
高
須
藩（
現
・
岐
阜
県
海
津
市
）松
平

摂
津
守
の
上
屋
敷
が
あ
っ
た
。「
策
の
池
」

は
、そ
の
庭
園
の
池
の
一
部
が
残
さ
れ
た
も

の
。天
下
人・家
康
が
鷹
狩
り
の
際
に
、む
ち

を
洗
っ
た
こ
と
か
ら「
策
の
池
」の
名
が
つ
い

た
と
い
う
。池
の
ほ
と
り
に
は「
津
の
守
弁

財
天
」が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は「
摂
津

守
」に
由
来
。街
の
東
側
を
通
る「
津
の
守

坂
」と
と
も
に
、武
家
の
時

代
の
記
憶
を
留
め
て
い
る
。

　

明
治
維
新
後
に
屋
敷
地

が
解
放
さ
れ
る
と
、周
囲
は

花
街
と
し
て
賑
わ
い
、現
在

の
荒
木
町
へ
と
発
展
し
て

い
っ
た
。
街
並
み
や「
策
の

池
」を
眺
め
な
が
ら
、時
代

TOPICS

神社・仏閣

〝
摂
津
守
の
街
〞
荒
木
町
と

〝
四
谷
の
寺
町
〞
若
葉
・
須
賀
町

時
代
の
面
影
を
探
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
。

　

一
方
、甲
州
街
道
を
挟
ん
だ
南
側
、若

葉
・
須
賀
町
は
寺
社
の
街
で
あ
り
、か
つ
て

は
四
谷
南
寺
町
と
呼
ば
れ
た
。
通
り
に

沿
っ
て
、歴
史
あ
る
寺
が
建
ち
並
ぶ
姿
は

壮
観
だ
。

　

独
特
の
景
観
が
生
ま
れ
た
の
は
、江
戸

時
代
、寛
永
13（
１
６
３
６
）年
前
後
に
さ

か
の
ぼ
る
。こ
の
年
、幕
府
は
全
国
１
０
５

家
の
大
名
を
動
員
し
、江
戸
城
の
石
垣
や

外
堀
の
普
請（
工
事
）を
行
っ
た
。そ
れ
に

伴
っ
て
、千
代
田
区
麹
町
界
隈
に
あ
っ
た
寺

社
が一
斉
に
移
転
し
て
き
た
の
だ
。

　

社
寺
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
め
ぐ
る
と
、街
歩

き
好
き
や
歴
史
フ
ァ
ン
に
は
お
な
じ
み
の
名

前
に
出
合
う
。四
谷
の
総
鎮
守
で
あ
り
、三

十
六
歌
仙
絵
が
有
名
な
須
賀
神
社
。四
谷

怪
談
で
有
名
な
お
岩
さ
ん
に
由
来
す
る
、

於
岩
稲
荷
田
宮
神
社
。服
部
半
蔵
の
墓
が

あ
る
西
念
寺
。甲
州
街
道
の「
内
藤
新
宿
」

開
設
を
請
願
し
た
高
松
喜
六
や
国
学
者
・

塙
保
己
一
の
墓
が
あ
る
愛
染
院
。鬼
平
犯

科
帳
の
主
人
公
・
長
谷
川
平
蔵
の
供
養
碑

の
あ
る
戒
行
寺…

…

。一
日
で
回
り
き
る
の

は
大
変
な
ほ
ど
だ
。

　

江
戸
時
代
の
風
情
が
、現
代
の
街
並
み

の
な
か
に
と
け
こ
む
四

谷
。江
戸
の
歴
史
や
文

化
に
触
れ
ら
れ
る
ス

ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
い
る

と
、都
心
に
い
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

於岩稲荷田宮神社
新宿区左門町17

四谷怪談で有名なお岩さんの屋敷跡。
実在したお岩さんは働き者の女性で、
その家が繁盛したことにあやかって稲
荷社ができた。

須賀神社
須賀町5

四谷の総鎮守。毎年6月の例大祭
のほか、11月には酉の市も行われる。
「三十六歌仙絵」は区指定有形文
化財。

史跡・文化財等博物館

今
回
出
合
っ
た
史
跡
・
文
化
財

歴
史
を
た
ど
る

服部半蔵の墓
若葉2-9　西念寺

伊賀者の頭領・服部半蔵の墓。家
康からの拝領と伝えられる槍も残る
（通常非公開）。

甲州街道の宿場「内藤新宿」の
開設を幕府に願い出た高松喜六
の墓。

高松喜六の墓
若葉2-8　愛染院

江戸時代の松平摂津守屋敷の庭
園の池の一部が残る（TOPICS
参照）。

美濃国高須藩主松平家
上屋敷跡（策の池）

荒木町10

新宿歴史博物館
三栄町22

古代から現代までの新宿区に関す
る資料を保管している。模型や実物
大再現などで新宿の歴史を紹介す
る常設展示のほか、特別展も開催。

区指定
史跡

消防の歴史と今を、体験しながら知
ることができる。ヘリコプターのシート
に座ったり、消防服姿で撮影できる
コーナーも。

消防博物館
四谷3-10

区地域
文化財

む
ち

区指定
史跡

荒木町の街並

長谷川平蔵宣以供養碑
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笹寺（長善寺）
四谷４-4

二代将軍・徳川秀忠ゆかりの寺院。
寺の宝物には、秀忠の正室・お江の
念持仏である「めのう観音」（通常
非公開）も。

永心寺
須賀町11

曹洞宗の寺院。新宿区では珍しい
江戸時代の山門と本堂が戦災を
免れて残っている（内部は通常非
公開）。


